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1．はじめに

私 たちは 普設か ら、様 々 な色彩 に囲まれ て 生活して

い る。生 活 の 中 に お け る色 彩は嗜好判断 の 材料 に なる

だ け で な く、必 要 な 情報 を私 た ち に伝え る コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段として の 役割も担う、本研究で は 、こ うした

色彩 の 記 号
．
性 ・

コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 能 力 に 着 目し、伝 え

る情報の 種類と色彩の 親和性 がどの ように判断され て い

るか 、ペ
ッ トボ トル の パ ッ ケ

ー
ジカ ラ

ー
を試料 として 色彩

選択の 自由度に つ い て調査 し、考察した、

2．調査 方法

・対象 ： 目本人大学生 男女 33名 （平均 20．13歳〉

　　　（内訳 ： 女性 28名、男性 5 名）
・所要時間 ： 30 分

・内 容 ； 飲料 の 種類 に 対 して 、ペ ッ トボ トル の パ ッ ケ
ー

ジ の 色彩 として
“
不適切

”
と考え られ る色 をカ ラ

ーパ レ ッ

トか ら選 び × をつ ける。
・対象とした飲料の種類 ：以

．
Fの 15種類

緑茶 ウーロ ン 茶 ブレ ン ド茶 紅茶 （ダーシリン）

紅茶 （レ モ ン ）紅茶 （ミル ク） オ レ ン ジジ ュ
ー

ス

グレ ープフ ル
ーツジ ュ

ース レ モ ン ジ ュ
ー

ス

ス ポーツ飲料 炭酸飲料　 クエ ン 酸系飲料

ア ミノ酸系飲料 乳酸菌系飲料 ミネラル ウォ
ー

タ
ー

・カラーパ レッ トの 構成 ： 全 215 色 （表 1参照）

3．調査 結果およ び考察

調査 の 結 果、飲 料 の 種類 に よっ て色相 ・トーン の 自

由度 に 変化が生 じるこ とがわ かっ た。特 に特徴 的な結

果 を示した飲料 を参 考に、 自由度 の 違 い を生 み出 す

表 1 カラ
ーパ レッ トの 構成

要素に つ い て考察するとともに 、 そ れぞれを比較するこ

とに よっ て、ペ ッ トボ トル パ ッ ケージに お ける 色彩 の 扱わ

れ 方 に つ い て も考察 した。

D 色相の 自由度が低く、 トーン の 自由度 の 高 い もの

→ 緑茶 ウーロ ン茶 紅茶 （ダ
ー
ジリの

緑茶は他の 飲料に対し、極端 に 色相 の 自由度 が低く、

トーン の 自由度が高 い 結果 となっ た。色相 に 関して は、

緑 系 と判断で きる色 を適 LJと判断し、そ れ 以外の 色相

はほば不適切 と判断され て い ることが明確に見て取るこ

とが で きる 。 緑 以外 の 色彩で彩度の 強 い 魚 が 特 に 不適

切と判断され て い ることも特徴的 で あり、
「緑色 」 とい う

イメージ か ら離れ るこ とへ の 抵抗 が 強く感 じ られ る結果 と

な っ てい る。

匚コ50％ 以上 の 人 が 適切 と判 断

匹コ20Ve 以上 50ef・未 満 の 入 が適切 と判 断

圏 0％ 以 上 200th未 maの 人 が 適切 と判断

　　　　　　図 1 アン ケ
ート結果 ： 緑茶

2）色 相 の 自由度が 低 く、トーン の 自由度 も低 い もの

→ オ レ ン ジジ Pt
一
ス グレ

ープ フル
ー

ツ ジ ュ
ー

ス

　　 レ モ ン ジュ
ース 紅茶 （レ モ ン ）ミネラル ウォ

ー
タ
ー

果 実系原料 の 利 用され て い る飲料は 色相 ・トーン とも

に 、極端に 自由度 の 低 い 結果となっ た。色相 ・トーン
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ともに、原料 となる果実 自体の 色が好ん で 選 ばれ、そ

れ 以外 の もの は全 て 不適切と判断する人が ほ とん どで

あっ た。 ミネラル ウォ
ーター

も 「水」とい う具体的なイメ
ー

ジが 強く、似たような結果となっ た。

図 2 アンケート結果 ； オレン ジジュ
ース

3）色相 の 自由度が高く、ト
ー

ン の 白由度が低いもの

一一一一 紅茶　（ミノレク）　ス ポーツ飲料・炭酸飲料

　　 クユ ン 酸系飲料 ア ミノ酸系飲料 乳酸菌系飲料

ス ポーツ飲料 ・炭酸飲料 ・
ア ミノ酸系飲料に関して は、

彩度の 高い 色 が好まれ 、紅茶 （ミル ク）・乳酸菌系飲

料に 関して は 淡い トーン の 色 が好まれ た。後者は原料

の イメージか ら、牛乳 の 色 をイメージした もの が 選 ばれ

たことが推測されるが 、前者は 原料 自体に色の イメージ

を想像することは難しい ．前者 におい て、より好まれ て

い た 色 相 は 「赤 」 「黄∬ 青」 で あ る．「赤．1 や 「黄．1

は 生 命力や は つ らつ とした イメージ、 「青」 は清涼感 や

さわ や か さの イメ
ージが もた れる色で あ り、味で は なく飲

まれ る場面 （ス ポー
ツ シ

ー
ン など）か ら選 択され た こ と

が想像 で きる。抽象的なイメ
ージ を表す際にあまり肯定

的 なイメ
・一ジ を持たれ ない 、彩度

・
明度の 低 い 色が あ

まり好 まれ て い なか っ たこ とか らも、感情的な部分 に 左

右され て い るこ とが 読み取れ、具体的な事物 へ の 連想

よりも感覚的な商品イメージを優先して 感 じとっ て い るこ

とが わ か る。

図 3 ア ン ケ
ー

ト結果 ： ス ポー
ツ飲料

4）色相 の 自由度 が高く、ト
ー

ツ の 白由度も高い もの

→ ブ レ ン ド茶

ブ レ ソ ぐ奈 に 関して は、色相 ・1・　一一ン ともに 自由度 の

高い 結果とな っ た。原料 ・利用 シ
…

ン に特 に 強い イメ
ー

ジ がなか っ たた め で あると推 測され る。ただしその 中 で

も比 較的、緑系を不 適 切と判断 した人が多かっ た。 こ

れ は 緑 茶 の 結 果 と対 照 的 で 、同 じ茶 系飲料 の 中 で 、

緑茶との 区別を求め る心 理を反 映 して い る と言え るの で

はない だろうか。

図 4 ア ンケート結果 ： ブ レン ド茶

調査結果全 体として言えるこ とは 、
パ

ッケ
ージ の 色彩

に 対 して 「イメージとの 親和性 」 と 「類似品 との 区 別 」

を求め る傾回 に あ っ た とい うことで あ る。 「イメ
t一

ジ」 は

原 料に対するイメージと、利用場面に対する イメ
ー

ジに

分類 され る が、い ずれも商品特性を示 すもの で あり、
プ ロ モ

ー
シ ョ ン の 際 の 訴 求ポ イン トとなっ て い るフ ァ ク

タ
ー

で ある。一方、「類似 品との 区別 」 を求め るという

の はつ まり、
“
選 び やすさ

”

を求め て い るとい うことで あり、
こ れは CVS や 自鋤販売機な ど、

“
すぐに 買える

”
販売

経路 が売り ヒげの 多くを占め る、ペ
ッ トボトル 飲料とい う

商品 の 特徴を示 した結果 とい えるa ま た、無彩色系の

色 は 全 体を通 して あま り好 ま れ な い 傾 向 に あ っ た。こ れ

は無彩色が味に 対する具体的なイメ
ー

ジ、飲料 の 利用

シ
ー

ン に おける感覚的な好感度を与える抽象イメ
ー

ジと

もに低い 色彩で あるため であると考えられる。

4．まとめ

同 じペ ッ トボ トル パ ッ ケ
ージの 色 彩に お い て も、 自由

度の 判断基準が異なっ て い るの がわか る。色彩選択 の

自由度は、受け取ろうとす る情報 に関する最も強 い イ

メージ に影響され る。 緑茶で あれ ば、緑 の 色彩 か ら具

体的な原料 で あ る緑茶奨 を連 憇す る。一方 ス ポーツ 飲

料で あれば、連想 はより感 覚的なもの とな り、青い 色

彩 か ら清涼感や爽快感 を感じ取る。 つ まり人 は、色彩

か ら感じ取 る具 体的イメ
ー

ジと抽 象的イメ
ージを、場合

によっ て優先順位を変え て感じ分けて い るの で ある。

ま た、色相 の 自由度 の 極端 に低 い もの にお い て適切

と判断され る色 は、他の飲料に お い て の 利 用 が 難 しく

な るこ ともわ か っ た 。 色衫の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を最

大限 に 生 か すに は、利用揚 面によっ て、色 彩 の 持 つ

様々 な連想イメ
ージ の 中で 何 が 優先され て 伝 わ る の か を

調査 した上 で 色彩計画 を行 っ て い く必 要 が あ る。

参考文献

・『色彩の 力』 デボラ ・T ・シ ャ
ープ 著

　T’々X一英彰 ・齋藤美穂 詠 （1986 年 福村出版）
・『色彩学概論』 千 々 岩英彰著

　（20D1年 東京大学出版会）
・『色彩 と形態』磯貝芳郎 ・汽田正 利 ・相馬

一一・
郎

竄家 直 ・千 々 岩英 彰 共 者 （1969 年 福村出版）
・『記 号 論 へ の 招待』 池 L嘉彦 著 （1984 年 岩波新書）

…一 一 一 一 一 一 一L − 一 ］145 一 コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


